
道路の向い側に母体の病院があり、終末期は利用者・家族の要望で受け入れてもらっている。また、
歯科協力医院は口腔ケアや嚥下について、週１回治療と利用者への対応を職員に指導している。流
動食の利用者も職員の的確なケアによってむせることなく食している。全体的に肺炎が減少したと喜
んでいる。このように医療との密なる連携は利用者・家族の安心につながっている。食事の献立は母
体病院の管理栄養士が作成しているが、日曜日は利用者と相談して献立から買い物、調理などすべ
てを行うよう職員から提案があり、間もなくスタートする予定である。その他にも様々な提案が職員か
らなされている。施設長及び職員は「利用者に寄り添い、利用者のできることを伸ばす。そして、ここに
いて良かった」と言っていただけるような事業所を目指しており、今後が期待できるところである。



代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービス指定
基準及び指定地域密着型介護予防サービスにおける禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施
錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる



担当者制にて、ご意見・ご要望を発信しやすい関係
及び環境に配慮している。ご家族に関しては、忌憚の
ないご意見を賜れるよう運営推進会議やご面会の時
など積極的に声掛けしている。また、ご意見や不満・
要望が発生した場合はその都度対応し、苦情相談窓
口や第三者機関への連絡先等も告知している。











お風呂は毎日沸かしており、１０時から１７時位の間
で希望する時間に入浴できる。利用者が入浴を嫌が
る時は無理強いせずに、時間や職員をかえて再度声
かけしたり、状況によっては足浴や清拭に変えて支
援している。また、新たにドライシャンプーも取り入れ
ており、個々の希望等にそった支援をしている。



共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、
光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節
感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

リビングの南側一面に大きな窓ガラスがあり、カーテン越
しに心地良い明るい光が差し込んでいる。夏は利用者と
一緒にゴーヤや花を植えてグリーンカーテンを作り楽し
んでいる。壁には利用者の笑顔の写真や季節の作品が
飾ってあり居心地よく過ごせるようになっている。

四季折々の季節感を味わえるように、初詣には神
社、花見に近所の公園や桜が有名な公園、飾り山笠
見物等に出かけて、支援している。希望すれば通院、
コンサートや法事の付き添いなどの日常的な外出支
援を行い、できる限りの希望にそうようにしている。


